
絵画コンクール

どんな夢を見た？
あなたの「夢十夜」

小学生低学年（ 1・2・3年生）の部
最優秀賞 ��������������� ６６
朝日新聞社賞 ������������� ６７
紀伊國屋書店賞 ������������ ６８
新潮社賞 ��������������� ６９
東京理科大学賞 ������������ ７０
二松学舎大学賞 ������������ ７１
くまもと賞 �������������� ７２
佳作 ����������������� ７３

小学生高学年（ 4・5・６年生）の部
最優秀賞 ��������������� 80
朝日新聞社賞 ������������� 81
紀伊國屋書店賞 ������������ 82
新潮社賞 ��������������� 83
東京理科大学賞 ������������ 84
二松学舎大学賞 ������������ 85
くまもと賞 �������������� 86
佳作 ����������������� 87



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

66

最優秀賞

タイトル

たいようさんごめんなさい
新宿区立四谷小学校　 ２年　石

いし
津
ず
　颯
そう
才
さい

ぼくがたいようさんにいたずらをしたら、たいようさんがおこりはじめました。あやまったら、わら
ってゆるしてくれました。でもぼくは、知ってます。たいようさんは、今もずっとおこっています。

説　　明

圧倒的な存在感と表現力。表現力がすごい。インパクトとストーリー性が感じられる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

67

朝日新聞社賞

タイトル

わたしはカエル、ゆめにカエル
新宿区立愛日小学校　 ２年　淵

ふち
上
がみ
　紗

さ
凪
な

わたしのねぞうは、カエルみたいです。二どねしたゆめでカエルになっていてお花がいっぱい、むし
もたくさんのステキなところにいました。

説　　明

カエルの視点で描く発想がいい。丁寧に描かれていて、色彩表現からも楽しい夢の雰囲気がよく伝わ
ってくる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

68

紀伊國屋書店賞

タイトル

せなかに虫がくっついた
新宿区立天神小学校　 ２年　原

はら
沢
さわ
　みのり

せなかにセミがくっついたゆめです。

説　　明

背中に虫が止まっている夢ならではのもどかしさが伝わってくる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

69

新潮社賞

タイトル

ゆうれいが学校へ…
熊本市立古町小学校　 ３年　竹

たけ
永
なが
　菖
あやめ

ゆうれいががっこうにやってきて、こわかったからかいた。

説　　明

「怖さ」という描きにくい情感を上手に描いている。学校のなかを直接描かないところや、血の表現
も控えめで怖さを誘っている。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

70

東京理科大学賞

タイトル

よるのおちゃ
文京区立窪町小学校　 １年　萩

はぎ
原
わら
　健
たけ
文
ふみ

ママと夜にお茶を飲むきれいな夢が見たい。

説　　明

色彩表現がよい。夜の雰囲気が感じられ、素直に描かれている。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

71

二松学舎大学賞

タイトル

雲のベッド
新宿区立落合第四小学校　 ３年　近

こん
藤
どう
　千

ち
紗
さ

ふわふわな大きな雲の上で、天の川を一人でながめているような夢です。

説　　明

雲のベッドに寝ているという発想に子どもらしい感性がよく表れている。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

72

タイトル

こんなゆめみたよ
新宿区立淀橋第四小学校　 ２年　加

か
藤
とう
　寛
ひろ
也
や

へんな山にいたゆめ

説　　明

擬人的にもとらえられた山。大胆でためらいがなく、思い切りがあるのがいい。

審査講評

くまもと賞



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

73

佳作
タ
イ
ト
ル

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
見
て
み
た
い
な

安
芸
太
田
町
立
筒
賀
小
学
校
　
２
年
　
戸と

田だ

　
篤あ
つ
希き

宇宙にあるブラックホールをかきました。見に行きたいです。

説　明

タ
イ
ト
ル

空
と
ぶ
未
来
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

新
宿
区
立
大
久
保
小
学
校
　
３
年
　
鈴す
ず
木き

　
歩あ
ゆ
武む

未来のスケートボードに乗
る夢を見ました。誰でも簡
単に乗れて、空もとぶ事が
出来ます。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

74

佳作
タ
イ
ト
ル

漱
石
と
語
ら
い
た
い

新
宿
区
立
鶴
巻
小
学
校
　
３
年
　
須す

賀が

　
美み

琴こ
と

私は黒ねこになっていて今の早稲田の町について語っています。

説　明

タ
イ
ト
ル

わ
た
し
の
み
た
い
ゆ
め

新
宿
区
立
戸
塚
第
一
小
学
校
　
２
年
　
照て
る
井い

　
彩あ
や
心こ

おかねもちになるゆめをみたいなぁとおもってかきました。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

75

佳作
タ
イ
ト
ル

こ
ど
く
な
少
女
と
ひ
こ
う
せ
ん

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校
　
３
年
　
田た

中な
か

　
真ま

優ゆ

子こ

こどくな少女がひこうせん
にのって、たいようを見て
いる。

説　明

タ
イ
ト
ル

り
ゅ
う
に
な
っ
て
、ち
き
ゅ
う
の

一
ば
ん
高
い
と
こ
ろ
に
行
く
ゆ
め

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校
　
２
年
　
有あ
り
島し
ま

　
琴こ
と
子こ

ゆめの中で、かみなりや火
を出せるつよいりゅうにな
って、空をとんでちきゅう
の一ばん高いところに行き
たい。そのあと、ほしや月
まで行くゆめを見たい。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

76

佳作
タ
イ
ト
ル

に
じ
の
つ
ば
さ
で
さ
ぁ
行
こ
う
！

新
宿
区
立
四
谷
第
六
小
学
校
　
３
年
　
橋は
し
本も
と

　
心ま
な
花か

大好きなネコに羽が生えてにじの中へ行けるゆめを見たいなと思いました。カラフルな羽のネコに
のって空をとんでわたあめのようなくもの中を通ってにじへ向かいます。色々な場所へ行けるワク
ワクした気持ちを表わしました。

説　明

タ
イ
ト
ル

こ
ん
な
ゆ
め
み
た
い
な

新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校
　
２
年
　
横よ
こ
山や
ま

　
伶れ
い

夜花火があがったゆめ

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

77

タ
イ
ト
ル

月
と
ホ
タ
ル
が
か
が
や
く
よ
る

玉
名
市
立
横
島
小
学
校
　
２
年
　
井い

手で

　
希き

咲さ
き

夜はこわいけど、明るいこ
んな夜だったらこわくな
い。いつかこんな夜の夢を
見たい‼

説　明

佳作

タ
イ
ト
ル

私
が
見
た
ゾ
ウ
の
夢

千
代
田
区
立
和
泉
小
学
校
　
２
年
　
根ね

岸ぎ
し

　
凛り
ん

流れ星の中を歩いているゾウ

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

78

佳作
タ
イ
ト
ル

恐
竜
と
パ
ー
テ
ィ
ー

文
京
区
立
誠
之
小
学
校
　
２
年
　
関せ
き
口ぐ
ち

　
碧あ
お
い

ぼくは恐竜が好きです。大好きな恐竜と一緒にパーティーをする夢を描きました。

説　明

タ
イ
ト
ル

チ
ャ
ー
ハ
ン
た
ら
ふ
く
食
べ
た
よ

文
京
区
立
林
町
小
学
校
　
３
年
　
大お
お
場ば

　
創そ
う
介す
け

山もりのチャーハンの中にもぐってチャーハンをたらふく食べたゆめを見ました。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

79

佳作
タ
イ
ト
ル

ね
こ
ま
み
れ

松
山
市
立
味
生
第
二
小
学
校
　
３
年
　
山や
ま
下し
た

　
結ゆ

芽め

歩いていると、かわいいねこが来たのでなでていました。するとどんどんねこがとびついて、頭や
足にしがみついてきてこわかったゆめの話です。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

80

タイトル

木の幹になったシカが私に教えてくれたこと
東京学芸大学附属竹早小学校　 ６年　和

わ
田
だ
　遥
はるか

私が森を歩いていると木の幹が動きだし、シカに変わった。シカには人間のような目が一つついてい
た。シカは私に言った。「人間と共に過ごしてきた木がやっと人間のようになれた」と。

説　　明

世界観がしっかりしていておもしろく、物語が浮かんでくる。木が鹿へ変容した表現が分かるような
タッチと色合いで描かれている。

審査講評

最優秀賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

81

朝日新聞社賞

タイトル

あくまのパンダ
新宿区立早稲田小学校　 ４年　老

おい
沼
ぬま
　歩

ほ
乃
の
佳
か

わたしがみたゆめは、みため暗いけど中身は明るいあくまのパンダがたすけてくれるゆめをみました。

説　　明

対照的な構図が何を指しているのか興味をそそられた。コンセプトと思い切った構成で描かれている。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

82

紀伊國屋書店賞

タイトル

宇宙の海
新宿区立戸山小学校　 ６年　山

やま
口
ぐち
　万

ま
理
り
恵
え

宇宙の海は「宇宙」を海にたとえて言った言葉ですが、本当に宇宙が海になったのを夢でもいいから
見てみたいと思い描きました。

説　　明

ブルーの色彩がきれいで目を奪われた。技術的に高く、飛び出てくるような臨場感がある。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

83

新潮社賞

タイトル

春を、走る。
新宿区立落合第六小学校　 ５年　田

た
中
なか
　花

は
奈
な

実際に見た夢で、春の丘の上、桜がまいちる中に、どっしりとした鳥居がありました。中からのぞく
陽の光に、桜がまるで羽になったかのような開放感を感じました。

説　　明

花盛り、青春…ひたすら希望に満ちたまばゆい絵。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

84

タイトル

夢を見たクジラ
文京区立駕籠町小学校　 ６年　谷

たに
口
ぐち
　ちず子

こ

どんなにきらわれても自分の夢をおいかける。そんなクジラの夢を見たい。

説　　明

たくさんの色が使用されていてインパクトがある。クジラが夢を見ていて、自分がまたその夢を見て
いるという構図がおもしろい。

審査講評

東京理科大学賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

85

二松学舎大学賞

タイトル

ホワイトホール
新宿区立東戸山小学校　 ４年　森

もり
本
もと
　健
けん
太
た

ゆめでホワイトホールをみつけたゆめ。

説　　明

「ホワイトホール」という発想がとても斬新でインパクトがある。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

86

タイトル

夜空
安芸太田町立筒賀小学校　 ５年　正

まさ
木
き
　美

み
湖
こ

夜空をきつねやクジラにみ立てて、表現しました。

説　　明

きつねやクジラを夜空に見立てるという自由な発想と構成がすばらしい。宇宙を感じさせる。

審査講評

くまもと賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

87

タ
イ
ト
ル

お
か
し
な
夢

熊
本
市
立
古
町
小
学
校
　
５
年
　
水み
ず
谷た
に

　
成せ

那な

この作品「おかしな夢」は、見た夢を元にしてかいてあるので、少しおかしなところもありますが、
クレヨンをぼかしたり、絵の周りにうすいむらさきの絵の具を使ってかいたり、かげをつけたり、
立体感を出したり、いろいろ工夫をしてかいてみました。食べものが生活の中にいっぱいあったら
いいなと思いながらかいた作品です。

説　明

佳作

タ
イ
ト
ル

や
っ
と
会
え
た
ね

新
宿
区
立
大
久
保
小
学
校
　
６
年
　
ユ
キ
　
コ
コ

天国に行ったおじいちゃんとおばあちゃんに会う夢を見ました。夕日に照らされてる中おじいちゃ
んとおばあちゃんにハグする所を描きました。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

88

佳作
タ
イ
ト
ル

星
の
見
え
る
花
火

新
宿
区
立
落
合
第
四
小
学
校
　
４
年
　
寺て
ら
岡お
か

　
柚ゆ

月づ
き

明るいと見えないはずのたくさんの星が見える、夢でしかみれない花火が見たいです。

説　明

タ
イ
ト
ル

キ
ャ
プ
テ
ン
峻
賢

新
宿
区
立
戸
塚
第
三
小
学
校
　
５
年
　
陳ち
ゃ
ん　
峻し
ゅ
ん
け
ん賢

どんなこんなんがあろうとも、がんばってのりきろう！自分。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

89

佳作
タ
イ
ト
ル

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
う
っ
た

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校
　
４
年
　
星ほ
し

　
蒼そ

空ら

全国大会サヨナラホームランをうった。

説　明

タ
イ
ト
ル

お
か
し
の
お
し
ろ

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校
　
４
年
　
吉よ
し
田だ

　
知ち

史ふ
み

おかしがすきだから、おかしのおしろでおかしをいっぱいたべたいから、この絵にした。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

90

佳作
タ
イ
ト
ル

汽
車
と
星
と
空
と
海

新
宿
区
立
四
谷
第
六
小
学
校
　
４
年
　
渡わ
た
邊な
べ

　
詠う
た
子こ

　

すずしい夜に空の汽車を動物たちとながめつづけている。（自分はねこ）

説　明

タ
イ
ト
ル

宇
宙
人
の
遊
園
地

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ア
ー
ト
教
室
く
じ
ら
　

新
宿
区
立
戸
塚
第
二
小
学
校
　

４
年
　
星ほ

し
野の

　
絢あ
や
香か

宇宙にある遊園地で宇宙人たちが楽しく遊んでいるところ

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

91

佳作
タ
イ
ト
ル

う
さ
ぎ
と
の
夏
休
み

松
山
市
立
生
石
小
学
校
　
６
年
　
深ふ
か
田た

　
七な

瑚こ

私のかっているうさぎと、自分の空そうの中のうさぎの友達といっしょに夏休みを、送れたら楽し
いだろうなと思って描きました。

説　明


